
 

～新渡戸記念の～  

『言葉の院外処方箋』 
                新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

第 36 回『「新渡戸稲造記念 がん哲学学校 課外教室」 

〜 「自分の力が 人の役に立つと思う時は 進んでやれ」 〜』 

 

難治性“かゆみ”の発症機構解明と予防･治療法開発の研究基盤構築：環境医学

研究所・順天堂かゆみ研究センター』主催の『第 6回 学術シンポジウム ～ 難

治性かゆみの克服を目指して ～』に出席した。  【総合司会】海老原伸行 先

生（順天堂大学大学院医学研究科 環境医学研究所 副所長）もと、【挨拶】小

川秀興 先生（学校法人 順天堂 理事長）、【ｲﾝﾄﾛﾀﾞｸｼｮﾝ】髙森建二 先生（順

天堂大学大学院医学研究科環境医学研究所所長・順天堂かゆみ研究センター 

(JIRC) センター長）を拝聴後、『第 11 回 勝海舟記念下町（浅草）がん哲学外

来シンポジウム』に赴いた（浅草三業会館に於いて）（gaz）。 

 

筆者は、『特別講演：島薗進 先生』（上智大学グリーフケア研究所所長）の司

会の機会が与えれた。  島薗進 先生の「デーケン先生、死生観、死生学」につ

いて講演は、大変勉強になった。  今年 2020 年 9 月 6 日に逝去された 上智大

学名誉教授 アルフォンス・デーケン 先生（1932−2020）の「ユーモア ＆ ホ

スピス（Hospice）＆ ターミナルケア（終末期ケア）」のお話は、近代ホスピ

スの基礎を築いた女医のシシリー・ソンダース(Cicely Saunders)の、「セント・

クリストファー・ ホスピス (St. Christopher's Hospice)」を 2014 年  wife

らと 20 名で訪問したことが、鮮明に蘇って来た。  『新渡戸稲造記念 がん哲

学学校 課外教室 「樋野興夫 先生と行く  がん哲学カフェ in UK ＆ 緩和ケア

の祖を訪ねる旅 (2014 年 3 月 24 日～28 日）〜「近代医学において緩和医療の

重要性を強く強調したとされ、現在の緩和ケアの理念を築いたとされるシシリ

ー・ソンダースゆかりのホスピスと、英国の患者会の集まり（Death Cafe）と

の交流を目的としたツアーです。 St. Christopher's Hospice と St. Joseph's 

Hospice の両ホスピスで施設見学とセミナーに参加し、英国で初めてとなるがん

哲学カフェを、Death Café ＆ がん哲学レクチャー (質疑応答含) と共同で開

催します。英国の医療従事者と患者の国際交流をめざします。」〜』と紹介さ

れていた。  本当に懐かしい貴重な想い出である。 

 



『第 11 回 勝海舟記念下町（浅草）がん哲学外来シンポジウム』では、川田龍

平氏（参議院議員）も Zoom 講演「よりよく生きることを考え、将来につなぐ よ

く考えて生きる」をされた。  １年来の再会であった。  コロナが収まり 来年

のシンポジウムでは、対面で「対談」講演をしたいものである。  「自分の力

が 人の役に立つと思う時は 進んでやれ」(新渡戸稲造)の教訓が生きる。  
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